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豊岡市山王町１１番２８号
ＴＥＬ ２２‐３８６２　ＦＡＸ ２４‐２９５６
豊岡納税貯蓄組合連合会
公益社団法人  豊岡納税協会

協　　賛
豊 岡 税 務 署
豊 岡 県 税 事 務 所
北 但 地 区 １ 市 ２ 町

印　　刷
岩　　見　　印　　　刷　　（株）

納税協会は
あなたのお役
に立ちます！！
税のご相談は
お気軽に

お越し下さい。

　平成26年11月10日から15日までの6日間、世界で活躍する音楽家を豊
岡に招き、多くの市民の皆さんにクラシック音楽に触れてもらう音楽祭「お
んぷの祭典」を、市民有志の協力を得て開催しました。 
　出演は、中澤宗幸さん（音楽祭プロデューサー）、中澤きみ子さん（ヴァイオ
リン）、ヘンリ・シーグフリードソンさん（ピアノ）、岡本誠司さん、辻　彩奈
さん、中村太地さん（ヴァイオリン）ら、16人の皆さん。ヴァイオリンの三
大名器のうちの二つの、ストラディヴァリウスとガルネリも登場しました。
まちのあちこちで15回の演奏会を開き、3千人を超える方が一流の演奏を堪
能しました。また、子どもたちが感性を磨き、夢を抱き、挑戦する心を育む
機会となりました。 
　この音楽祭は、今後も継続していく予定です。 

～子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭～ ～子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭～ ～子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭～ 
学校訪問コンサート（市内3小学校） 

街角コンサート（豊岡1925） 

・平成２６年度納税表彰式盛大に挙行  ‥‥‥‥‥‥‥２

・納税協会青年部会だより  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３

・確定申告書の提出はお早めに！！  ‥‥‥‥‥‥‥４

・公的年金等を受給されている方へ  ‥‥‥‥‥‥‥４

・税理士による無料申告相談会のご案内！！  ‥‥‥５

・個人事業税の申告について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

・不動産取得税  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

・平成２６年度中学生の「税についての作文」“優秀作”決まる  ‥‥８

・平成２６年度小学生の「税に関する書道・ポスター」“優秀作”決まる  ‥８

・平成２６年度応募状況  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

・中学生の税についての作文（優秀作品）  ‥‥‥‥１０

・小学生の税に関する書道（優秀作品）  ‥‥‥１１～１２
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（順序不同）

・三 井 住 友 銀 行
・但 馬 信 用 金 庫
・み　な　と　銀　行
・たじま農業協同組合

・但　 馬　 銀　 行
・山 陰 合 同 銀 行
・兵 庫 県 信 用 組 合
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納税協会青年部会だより 納税協会青年部会だより 
事業報告 

北近畿青連協 研修・交流会 

と　　　き　平成26年10月28日 
と　こ　ろ　朝来市　多々良木 みのり館 
見学・散策　竹田城跡見学 
交　流　会 

青年部会に１名の新会員が 
入会しました。 
どうぞよろしく！！ （敬称略） 

豊岡  小田 忠之（小田清㈱） 

第7回 「青年の集い」大阪大会 

と　き　平成26年11月26日 

ところ　ホテルニューオータニ大阪 

講演会　講師 
　　　　　元特定非営利活動法人 東京2020オリンピック 
　　　　　パラリンピック招致委員会 ＣＥＯ　水野 正人 氏 
　　　　演題「大阪発展の絶好の機会」 

意見交換会（異業種交流） 

　当部会は、税知識の普及に努め、
適正な申告納税の推進と納税道
義の高揚を図り、併せて、企業
経営の健全な発展と会員相互の
交流を目的に活動しています。 

加入のお問い合わせ、お申し込みは 

青年部会 会員募集中!!

公益社団法人 豊岡納税協会 
事務局 まで （TEL.0796-22-3862） 

池口　好一　豊岡市千代田町７－９ ２３－６１３３

池口　達生　豊岡市千代田町７－９ ２３－６１３３

生駒　敬一　豊岡市弥栄町１－１０ ２３－６６８８

石田　達男　豊岡市桜町１－１１土肥文雄税理士事務所 ２２－６２９１

石原　隆志　豊岡市日高町土居４６３ ４２－５１５３

岩越　謙二　香美町香住区無南垣２８０ ３９－４１８４

奥澤　信之　新温泉町七釜１０７－１ ８２－５４０８

小倉　英明　豊岡市下陰２－３ＵＤビル１階１０２ ２２－８２２０

片岡　宏之　香美町香住区香住１１３－１ ３６－１１８８

門脇　伸行　新温泉町芦屋２５ ８２－４３４３

亀村　亀雄　香美町香住区無南垣２４８ ３８－０５２４

岸本　伸正　豊岡市戸牧９８－３ ２３－０２４８

北見　郁雄　豊岡市日高町松岡１８５－７ ４２－３０１０

北見　龍彦　豊岡市日高町松岡１８５－７ ４２－３０１０

小谷　敏夫　豊岡市日高町久斗２４３－７ ４２－１８０４

小中　弘幸　豊岡市日高町池上３７９－１ ４２－２５５８

小西　嗣廣　豊岡市中央町３－７ ２２－２８２９

齋藤　　彰　豊岡市京町６－１３ ２２－３６５４

作花　尚久　豊岡市寿町５－４ ２３－３９８７

竹田　　修　豊岡市若松町１－１０ ２３－０３２３

竹田　　甫　豊岡市若松町１－１０ ２３－０３２３

立花　正敬　豊岡市出石町町分１５０－２ ５２－２３７５

田渕千紗子　豊岡市小田井町１１－２３ ２３－７５４７

土肥　文雄　豊岡市桜町１－１１ ２２－６２９１

戸田　隆造　豊岡市日高町府市場６０３－１ ４２－０７６１

仲井　早苗　豊岡市泉町４－７ロワイヤル豊岡２０１ ２２－２７２４

中島　　章　豊岡市中陰５３５－６ ２３－６７６６

中島　佑樹　豊岡市中陰５３５－６ ２３－６７６６

長田　　徹　豊岡市戸牧８－６ ２９－２７５７

西田　　工　豊岡市日高町野々庄９１２－１ ４２－０７０２

西村　郁男　豊岡市立野町７－１０ ２３－２８２７

西村　和彦　豊岡市立野町７－１０ ２３－２８２７

原　　圭介　豊岡市元町５－２８ ２２－０１０８

藤田　健吉　豊岡市正法寺１３７－１ ２９－０３２１

文垣　　基　豊岡市中陰２００－５ ２３－５７５８

堀上　　勝　豊岡市大手町８－３α第２ビル２Ｆ ２２－４５１５

松岡　二郎　豊岡市若松町８－８ ２３－７７８８

丸上　八朗　新温泉町湯１００－３ ９２－０５３３

三木　邦彦　豊岡市正法寺６４５－６ ２３－８８３０

三木　泰典　豊岡市正法寺６４５－６ ２３－８８３０

森田　　優　新温泉町芦屋字高見２５６－１ ８２－５０５５

山田　信宏　豊岡市寿町７－２４齋藤ビル ２３－９１６０

渡邉　政勝　豊岡市高屋３９９－４ ２４－５５５９

税務は正規の税理士へ！！
近畿税理士会豊岡支部会員
　　　　　　　豊岡支部長　作　花　尚　久

（五十音順）
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「事業税に関する事項」欄への記載をお忘れなく 

事業を廃止した場合は、個人事業税の申告が必要です。 

　所得税の確定申告書及び市町民税・県民税の申告書には、次のような「事業税に関する事項」欄が設けられ
ています。 
　この欄は個人事業税の計算上必要ですから、個人事業税が課税になる事業所得などのある人で、該当する項
目がある場合は必ず記載してください。 
　なお、該当するにもかかわらず記載のない場合は、個人事業税の各種控除が受けられませんのでご注意ください。 

　所得税の確定申告または市民税・県民税の申告をした場合は、個人事業税の申告があったものとして取り扱われますので、
重ねて申告する必要はありません。 
　ただし、次による廃業の場合は、別に県税事務所に個人事業税の申告をする必要があります。これに該当するにもかかわら
ず期限内に申告しなかった場合は、個人事業税の各種控除（損失の繰越控除、事業用資産の譲渡損失等）が受けられませ
んのでご注意ください。 

記載例 
（所得税の確定申告書Ｂ第二表） 

●住民税・事業税に関する事項 

（市町民税・県民税申告書） 

●事業税に関する事項 

所得税で控除対象配偶者 
な ど と し た 専 従 者  

非 課 税 所 得 な ど 

損益通算の特例適用前の
不 動 産 所 得  
不動産所得から差し引い
た青色申告特別控除額 

事業用資産の譲渡損失など 

非 課 税 所 得 な ど 

損益通算の特例適用前 
の 不 動 産 所 得  
事 業 用 資 産 の  
譲 渡 損 失 な ど 

前 年 中 の 開（ 廃 ）業  

前年中の（開）廃業 開始　廃止 

氏名 給与 

所得金額 番号 

住　民　税　欄　省　略  

円  

円  

円  

豊岡花子 ８００，０００ 

６５０，０００ 
２５０，０００ 

10 月  日 他都道府県の事務所等 1

① 

② 
③ 
④ 

③ 
④ 

番号 所得金額 円 

円 

円 
資産の種類 

開始・廃止 月　　　日 

損失額、被災損失額（白） 

他都道府県の事務所等  

① 「所得税で控除対象配偶者などとした専従者」欄 

②「不動産所得から差し引いた青色申告特別控除額」欄 

③「事業用資産の譲渡損失など」欄 

④「前年中の（開）廃業」欄 

　事業主と生計を一にする配偶者や15歳以上のその他親
族で、その事業にもっぱら従事しており、給与の支払い
が実際にされている場合は、所得税の青色申告で配偶者
控除や扶養控除の対象とした親族でも、事業税では事業
専従者にできますから、この欄に記載してください。 

　事業に使用していた機械、車両、備品などの事業用資
産を、その事業に使用しなくなってから１年以内に譲渡
した場合で、しかも損失が生じたときにその損失額だけ
を記載してください。 
　また、白色申告書において、事業の所得の計算上生じ
た損失のうち、被災事業用資産の金額がある場合は、そ
の金額を記載してください。 

　青色申告特別控除額を不動産所得から差し引いた人は、
その額を記載してください。 

　平成26年中に新たに事業を開始した人、または事業を
廃止した人は、必ず記載してください。 

１　法人設立などにより事業を年の途中で廃止した場合……（申告期限：事業廃止の日から１ヶ月以内） 
２　事業主の死亡により年の途中で事業を廃止した場合で、 
　廃止した年分に係る所得税の確定申告をしていないとき……（申告期限：廃止の日から４ヶ月以内） 

【お問い合わせ先】　但馬県民局  豊岡県税事務所  課税第１課　 （0796）26-3628

★車を売ったり買ったりしたとき 
　（新規・移転登録） 

★車の使用をやめたとき 
　（抹消登録） 

★住所などが変わったとき（変更登録） 

★新たに自動車をお持ちになる方は 
　ナンバープレートのついていない新車また
は中古車を購入した場合は新規の登録を
しましょう。 
　ナンバープレートのついている自動車を友
人などから譲り受けたときは必ず移転の
登録をしましょう。 

★他人に自動車を譲渡したり、下取りに出す
場合は 

　移転の登録をしましょう。 
　この手続を他人に委任した場合は、相手
（買い主）の名義になったかどうかを必ず
確かめましょう。 

★こわれて動かなくなっている自動車をお持ちの方は 
　一日も早く抹消の登録をしましょう。 
　これを怠るといつまでも自動車税が課せられることに
なります。 

　抹消の登録をすれば翌月からの税金が返ってきます。 

★転居される方は 
　住所変更の登録をしましょう。 
　住民票を移したからといって車
検証の住所は変更されません。 

【お問い合わせ先】　但馬県民局  豊岡県税事務所  課税第１課　 （0796）26-3628



税　　の　　光（7）第１３１号 平成２７年１月

土地や家屋を取得したときに一度だけ 
課税される県税です！ 

土地や家屋を取得した場合は、不動産取得税の申告をお忘れなく！！ 土地や家屋を取得した場合は、不動産取得税の申告をお忘れなく！！ 

　不動産（土地・建物）を売買、贈与、交換、建築などにより取得したときに課される
県税で、市や町が毎年課税する固定資産税とは違い、一度だけ納めていただく税です。 
　取得した日から60日以内に県税事務所に申告してください。 

　兵庫県では、（社）地方税電子化協議会が運営する地方税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）を
利用し、インターネットによる法人県民税・法人事業税・地方法人特別税の電子申告をご利用いただけます。 

◆納める人 
　不動産（土地及び家屋）を取得した人。 

◆納める額 
× ＝ 不動産の価格 

（評価額） 
税率 
（4％） 税　額 

「不動産の価格」とは 税率の特例 
・土地や家屋を売買・贈与、交換
　などにより取得したとき 
 
・家屋を新築、増改築したとき 

・土地及び住宅については、平成28年3月
31日までに取得されたものに限り、税率
が4％から3％に軽減されます。 

市や町の固定資産課税台帳
に登録された価格 

固定資産評価基準により評
価した価格 

実際の買い入れ価格や建築工事費ではありません。 

免　税　点 
次の場合には、不動産取得税は課税されません。 
1　取得した土地の価格が10万円未満の場合 
2　建築した家屋の価格が23万円未満の場合 
3　売買、贈与などにより取得した家屋の価格が12万円未満の場合 

申告と納税 
1　申告　不動産を取得した日から60日以内に、申告書を提出します。 
　　　　　申告書などの用紙は、県税事務所に備え付けてあります。 
2　納税　県税事務所から送付される納税通知書により、定められた期限までに納めます。 

そ　の　他 
一定の要件を満たす住宅や住宅用土地（敷地）を取得したときは、申告（申請）により軽減されます。 
不動産取得税について、詳しくは下記までお問い合わせください。 

【お問い合わせ先】　但馬県民局  豊岡県税事務所  課税第２課　 （0796）26-3630

【お問い合わせ先】　但馬県民局  豊岡県税事務所  課税第１課　 （0796）26-3628

法人県民税・事業税、地方法人特別税の電子申告について 
～申告手続きがインターネットで簡単・便利に～ 

☆エルタックスの特徴 
◎自宅やオフィスから手続きを行うことができます。 
◎複数の地方公共団体に対する申告を、１回のデータ送信作業で行えます。 
◎市販の税務会計ソフト（ｅＬＴＡＸ対応）で作成した申告データを利用できます。 
※詳細はｅＬＴＡＸホームページ又は兵庫県税務課ホームページをご覧ください。 
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全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
並
び
に
国
税
庁
が
主
催
す
る
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

募
集
は
、
今
年
で
第
四
十
八
回
を
数
え
、
七
、四
二
二
校
か
ら
、
六
一
五
、二
三
〇
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
中
学
校
の
七
〇
・
三
％
、
生
徒
数
の
一
七
・
六
％
に
当
た
り
、

作
文
募
集
の
趣
旨
が
幅
広
く
理
解
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

豊
岡
納
貯
連
管
内
で
は
、
全
中
学
校（
十
七
校
）か
ら
一
、一
四
一
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
は
じ
め
関
係

各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
審
査
の
結
果
、
入
選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

　

兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
で
は
、
次
代
を
担
う
小
学
生
に
早
く
か
ら
税
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
小
学
生
高
学
年
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
書

道
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
豊
岡
納
貯
連
管
内
か
ら
書
道
の
部
に
二
十
五
校
、
三
三
九
点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部

に
一
校
、一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
児
童
の
皆
さ
ん
や
、ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
先
生
方
は
じ
め
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
次
年
度
以
降
も

継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
審
査
の
結
果
、
入
選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

　

会
長
賞

　

港
中
学
校
三
年

石
塚　
　

凌

▼
兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

　

会
長
賞

　

近
大
附
属
豊
岡
中
学
校
二
年

橋
本　

若
奈

　

浜
坂
中
学
校
三
年藤

田　

理
瑚

　

豊
岡
北
中
学
校
三
年

佐
伯　
　

瞳

▼
豊
岡
税
務
署
長
賞

　

城
崎
中
学
校
三
年岸

本　

沙
耶

　

小
代
中
学
校
三
年藤

本　

音
色

▼
但
馬
県
民
局
長
賞

　

豊
岡
北
中
学
校
三
年

野
村　

美
紅

▼
豊
岡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

豊
岡
南
中
学
校
三
年

袖
長　

大
基

　

森
本
中
学
校
三
年加

悦　

正
大

　

出
石
中
学
校
三
年信

部　

悟
志

　

但
東
中
学
校
二
年間

宮　

加
菜

　

香
住
第
一
中
学
校
三
年

安
田
優
香
子

　

香
住
第
二
中
学
校
三
年

義
本
南
々
帆

　

村
岡
中
学
校
三
年長

岡　

佑
果

　

夢
が
丘
中
学
校
三
年

松
田　
　

唯 

▼
北
但
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議

　

会
長
賞

　

近
大
附
属
豊
岡
中
学
校
二
年

中
野　

聡
女

　

竹
野
中
学
校
三
年宇

川　
　

葵

　

日
高
東
中
学
校
三
年

鹿
田　

莉
歩

　

日
高
東
中
学
校
三
年

小
田
垣
千
尋

　

日
高
西
中
学
校
三
年

柴
垣
和
賀
子

　

村
岡
中
学
校
三
年岡　

愛
香
梨

　

村
岡
中
学
校
三
年西

田　

瑠
夏

▼
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　

感
謝
状

　

豊
岡
市
立
豊
岡
北
中
学
校

平
成　

年
度　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

２６

�
優
秀
作
�
決
ま
る

【
書
道
の
部
】

▼
兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

　

会
長
賞

　

日
高
小
学
校
六
年
　

坪
内　
　

琳

　

田
鶴
野
小
学
校
六
年

　

小
田　
　

葵

　

五
荘
小
学
校
六
年
　

木
山　

実
咲

　
▼
但
馬
県
民
局
長
賞

　

中
筋
小
学
校
六
年
　

松
田　

大
輝

▼
豊
岡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

八
条
小
学
校
六
年
　

寺
坂　

嘉
希

　

中
筋
小
学
校
六
年
　

竹
村　
　

隼

　

新
田
小
学
校
五
年
　

赤
松　

佑
芙

　

竹
野
南
小
学
校
六
年

　

神
矢　

晋
伍

　

日
高
小
学
校
六
年
　

菅
原
そ
よ
香

　

弘
道
小
学
校
五
年
　

北
原　

明
依

　

小
坂
小
学
校
五
年
　

小
畑　

摩
奈

　

高
橋
小
学
校
五
年
　

木
村　

美
月

　

資
母
小
学
校
六
年
　

羽
尻　

菜
央

　

香
住
小
学
校
六
年
　

水
田　

実
伶

　

小
代
小
学
校
五
年
　

川
崎　

未
紘

　

浜
坂
東
小
学
校
五
年

　

門
脇
さ
や
か

　

浜
坂
北
小
学
校
五
年

　

尾
�　

仁
美

　

照
来
小
学
校
六
年
　

村
尾　

心
優

　
▼
北
但
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議

　

会
長
賞

　

八
条
小
学
校
六
年
　

岡　
　

彩
華

　

中
筋
小
学
校
六
年
　

栗
原　

郁
帆

　

新
田
小
学
校
六
年
　

赤
木　

愛
佳

　

田
鶴
野
小
学
校
六
年

　

山
下　

智
樹

　

竹
野
小
学
校
五
年
　

桶
本
こ
こ
ろ

　

竹
野
南
小
学
校
六
年

　

谷
岡　

詩
乃

　

日
高
小
学
校
六
年
　

上
田
万
里
矢

　

三
方
小
学
校
六
年
　

中
嶋　

莉
音

　

弘
道
小
学
校
五
年
　

角
岡　

真
帆

　

福
住
小
学
校
六
年
　

近
本　
　

茜

　

合
橋
小
学
校
六
年
　

兼
井　

浩
輝

　

香
住
小
学
校
六
年
　

谷
口　

萌
優

　

浜
坂
東
小
学
校
六
年

　

清
水　

愛
結

　

浜
坂
北
小
学
校
五
年

　

田
中
か
の
ん

平
成　

年
度　

小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
」

２６

�
優
秀
作
�
決
ま
る
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平成26年度　応　募　状　況

応募割合（％）応募数（点）全生徒数（名）中 学 校 名市 町 名
25.1143570豊 岡 南

豊 岡 市

35.3211597豊 岡 北
30.02480港
33.975221近大附属豊岡
25.71870城 崎
37.743114竹 野
42.9921森 本
36.6137374日 高 東
38.949126日 高 西
28.792321出 石
36.542115但 東
34.793268香 住 第 一

香 美 町
20.81048香 住 第 二
27.837133村 岡
36.71849小 代
34.483241浜 坂

新温泉町
33.357171夢 が 丘
32.41,1413,51917 校合 計

応 募 数（ 点 ）
小学校名市 町 名

ポスター書 道
26八 条

豊 岡 市

10三 江
7中 筋
44新 田
6五 荘
9田 鶴 野
4城 崎
1竹 野
6竹 野 南
68日 高
18三 方
1八 代
4弘 道

122福 住
7小 坂
6高 橋
22合 橋
11資 母
9香 住

香 美 町
5佐 津
13射 添
11小 代
2浜 坂 東

新温泉町 19浜 坂 北
8照 来

133925 校合 計

中学生の
「税についての作文」

小学生の
「税に関する書道・ポスター」

【全国納税貯蓄組合連合会　感謝状】

全国納税貯蓄組合連合会より感謝状贈呈 全国納税貯蓄組合連合会より感謝状贈呈 全国納税貯蓄組合連合会より感謝状贈呈 
【豊岡市立豊岡北中学校】 

　中学生の「税についての作文」募集を通じ、広く納

税道義の高揚に寄与された事績に対し、全国納税貯蓄

組合連合会より感謝状、一般財団法人大蔵財務協会よ

り副賞としてデジタルビデオカメラが贈呈され、去る

１１月１４日豊岡北中学校において伝達式が行われました。 

　同校では、毎年３年生を対象に夏休みの課題として

取り組まれ、関心の高い消費税や身近な学校を題材に

した作文で税との関わりを考えるなど、租税教育を通じ、

税知識の普及にご尽力いただきました。 左：豊岡北中学校　細川校長 
右：大蔵財務協会　谷口参与 
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「
ク
リ
ス
マ
ス　

お
に
ぎ
り
一

個
」。
普
段
、新
聞
を
あ
ま
り
読
ま

な
い
僕
が
珍
し
く
新
聞
を
開
く
と

そ
の
言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。

　
「
子
供
の
貧
困
」
と
い
う
の
が
、

今
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
平

均
的
な
生
活
が
で
き
な
い
所
得
水

準
の
家
庭
で
育
つ
子
供
の
割
合
を

示
す
子
供
の
貧
困
率
が
、
二
〇
一

二
年
、
過
去
最
悪
を
更
新
し
た
。

離
婚
率
が
高
く
な
り
、
一
人
親
家

庭
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と

さ
れ
る
。

　

新
聞
の
記
事
に
出
て
く
る
十
二

歳
の
女
児
は
、
母
親
と
二
人
暮
ら

し
。
水
道
が
止
め
ら
れ
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
夜
、
母
親
と
二
人
、
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
抱
え
て
近
く
の

公
園
へ
行
き
水
を
く
む
。
何
度
も

往
復
し
て
い
る
と
、
近
所
の
人
か

ら
ど
な
ら
れ
た
。
持
ち
帰
っ
た
水

で
喉
を
潤
し
、
母
親
と
お
に
ぎ
り

を
一
つ
ほ
お
ば
っ
た
。
こ
の
日
初

め
て
の
食
事
。
あ
ま
り
の
惨
め
さ

に
、
涙
も
出
な
か
っ
た
。

　

僕
は
こ
の
記
事
を
読
み
、
こ
の

こ
と
が
今
の
時
代
に
本
当
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
と
は
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
平
凡
だ
と
思
っ
て
い

た
僕
の
生
活
は
、
も
し
か
し
た
ら

と
て
も
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
人
間
は
皆
平
等
の
権
利
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
だ
。

で
は
こ
の
不
平
等
さ
を
埋
め
る
に

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か

考
え
て
み
た
。

　

僕
た
ち
の
生
活
は
税
が
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
。
所
得
税
や
消

費
税
な
ど
を
納
め
て
、
教
育
や
社

会
保
障
な
ど
が
税
で
支
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
社
会
保
障
の
中
に
生

活
保
護
費
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

失
業
や
病
気
な
ど
で
生
活
に
困
っ

た
世
帯
に
、「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す
る
た

め
に
支
給
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の

女
児
の
母
親
の
よ
う
に
、
貧
困
を

「
恥
」
と
考
え
た
り
、
子
供
を
育

て
ら
れ
な
い
親
だ
と
思
わ
れ
る
の

を
心
配
し
た
り
し
て
、
外
部
に
助

け
を
求
め
る
の
を
た
め
ら
う
親
が

多
く
、
母
子
家
庭
の
内
、
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
の
は
約
一
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
も
っ

と
税
金
を
上
手
に
活
用
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
。
母
親
が
働
い
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
ぜ
い
た
く
な

暮
ら
し
を
し
て
い
て
、
生
活
が
苦

し
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
結
果
が

こ
れ
な
ら
、
女
児
の
た
め
に
も
生

活
保
護
に
頼
る
べ
き
だ
と
僕
は

思
っ
た
。「
子
は
親
を
選
べ
な
い
。」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
周
り
の
同

級
生
の
姿
を
見
て
、「
住
む
世
界
が

違
う
。
私
は
身
分
が
違
う
ん
だ
か

ら
、
も
う
あ
き
ら
め
て
い
る
。」
と

女
児
は
言
う
。
同
じ
よ
う
に
生
ま

れ
て
も
、
同
じ
よ
う
に
生
き
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
本
当
に
悲
し
い
こ

と
だ
。

　

税
の
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
考

え
る
こ
と
な
く
今
ま
で
生
き
て
き

た
。
で
も
今
回
の
記
事
を
読
み
、

税
金
は
弱
い
者
を
守
る
た
め
に
存

在
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。
い
ず

れ
大
人
に
な
り
、
自
分
で
働
い
た

お
金
か
ら
多
く
の
税
金
を
払
う
側

に
な
る
。
ま
ず
は
税
金
の
意
味
を

理
解
し
、
き
ち
ん
と
納
税
で
き
る

大
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
こ

の
女
児
の
よ
う
に
、
生
き
る
希
望

を
失
っ
た
子
供
た
ち
の
、
希
望
の

光
と
な
る
よ
う
、
税
金
は
こ
れ
か

ら
も
有
意
義
に
使
わ
れ
て
ほ
し
い

と
思
う
。

　

私
は
こ
の
夏
、
虫
垂
炎
に
な
っ

て
入
院
し
手
術
を
し
ま
し
た
。
一

週
間
の
入
院
生
活
の
中
で
、入
院
・

手
術
費
用
な
ど
が
高
額
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
高
額
で
し
た
が
支

払
っ
た
金
額
は
さ
ほ
ど
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
手
術
費
や
医
薬
品
、

入
院
中
の
食
事
、
療
養
上
の
世
話

や
診
療
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
何

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の

か
気
に
な
り
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
私
の
場
合

は
社
会
保
障
費
と
い
う
税
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
社
会
保
障

費
と
は
病
気
や
怪
我
な
ど
を
し
て

し
ま
っ
た
時
に
国
家
が
所
得
を
保

障
す
る
こ
と
で
医
療
や
介
護
な
ど

の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
税
制
度
の
お
か
げ

で
高
額
な
医
療
費
を
支
払
わ
ず
に

済
み
、
社
会
保
障
費
の
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、
税
の

中
に
は
救
急
車
や
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
私
た
ち
の
命
に
関
わ
る
機

関
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
も
し
も
税
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
交
通

事
故
が
起
こ
る
と
、
負
傷
者
が
出

て
も
救
急
車
を
呼
ぶ
の
に
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
交
通
の
整
備
が
で

き
な
く
な
る
た
め
二
次
被
害
が
起

こ
り
ま
す
。
結
果
的
に
多
く
の
命

を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
命
を
守
る
た
め

に
も
税
を
納
め
る
こ
と
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
税
を
悪
用
す
る
ニ
ュ
ー
ス

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
例
え
ば
、

公
に
知
ら
せ
て
い
る
目
的
と
は
全

く
異
な
る
個
人
的
な
目
的
の
た
め

に
税
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
不
祥
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ

て
は
安
心
し
て
税
を
納
め
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た

め
の
税
を
悪
用
す
る
の
は
と
て
も

罪
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
税
に
つ
い
て
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
国
に
は
、
税
が
何
に
使
用
さ

れ
て
い
る
か
具
体
的
に
提
示
す
る

責
任
が
あ
り
、
私
た
ち
は
、
納
め

る
意
味
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
当
に

必
要
と
し
て
い
る
人
や
税
の
無
駄

遣
い
を
な
く
す
た
め
に
も
不
用
意

に
救
急
車
な
ど
を
要
請
し
な
い
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
、
医
師
と
な
っ
て
病

気
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
が
少
し

で
も
元
気
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
が
入
院
し
た
と
き
に
も
医

師
や
看
護
師
の
方
々
か
ら
の
温
か

い
介
護
に
よ
り
、
全
く
不
安
を
感

じ
る
こ
と
な
く
入
院
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
安
心

や
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
医

師
に
な
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

税
は
私
た
ち
の
生
活
と
、
と
て

も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
実
感

し
ま
し
た
。
普
段
何
げ
な
く
利
用

し
て
い
る
施
設
や
私
た
ち
が
元
気

に
笑
顔
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

町
は
、
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
納
め
た
税
に

よ
っ
て
誰
か
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
て
も
素
敵
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
税
と
共
に
明

る
い
町
づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
の

で
き
る
一
人
に
な
り
た
い
で
す
。

◆

優

秀

作

品

◆

　

税
の
在
り
方

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校
二
年　
　

橋　

本　

若　

奈

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

　

税
の
役
割

豊
岡
市
立
港
中
学
校
三
年　
　

石　

塚　
　
　

凌

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞



税　　の　　光（11）第１３１号 平成２７年１月

兵庫県納税貯蓄組合総連合会会長賞

竹
野
南
小
学
校
六
年

神　

矢　

晋　

伍

新
田
小
学
校
五
年

赤　

松　

佑　

芙

中
筋
小
学
校
六
年

竹　

村　
　
　

隼

八
条
小
学
校
六
年

寺　

坂　

嘉　

希

豊 岡 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会 会 長 賞

但馬県民局長賞

中
筋
小
学
校
六
年

松　

田　

大　

輝

五
荘
小
学
校
六
年

木　

山　

実　

咲

田
鶴
野
小
学
校
六
年

小　

田　
　
　

葵

日
高
小
学
校
六
年

坪　

内　
　
　

琳

高
橋
小
学
校
五
年

木　

村　

美　

月

小
坂
小
学
校
五
年

小　

畑　

摩　

奈

弘
道
小
学
校
五
年

北　

原　

明　

依

日
高
小
学
校
六
年

菅　

原　

そ
よ
香

浜
坂
東
小
学
校
五
年

門　

脇　

さ
や
か

小
代
小
学
校
五
年

川　

崎　

未　

紘

香
住
小
学
校
六
年

水　

田　

実　

伶

資
母
小
学
校
六
年

羽　

尻　

菜　

央

浜
坂
北
小
学
校
五
年

尾　

�　

仁　

美

照
来
小
学
校
六
年

村　

尾　

心　

優

納税協会から新刊図書のご案内 

上記のほか、清文社発行の書籍を各種取り揃えています。在庫がない場合、お取り寄せいたします。 

お求めは、公益社団法人 豊岡納税協会  まで 
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所得税実務問答集 
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平成27年3月申告用 （すべて定価） 



税　　の　　光 第１３１号（12）平成２７年１月

北 但 地 区 租 税 教 育 推 進 協 議 会 長 賞

田
鶴
野
小
学
校
六
年

山　

下　

智　

樹

新
田
小
学
校
六
年

赤　

木　

愛　

佳

中
筋
小
学
校
六
年

栗　

原　

郁　

帆

八
条
小
学
校
六
年

岡　
　
　

彩　

華

三
方
小
学
校
六
年

中　

嶋　

莉　

音

日
高
小
学
校
六
年

上　

田　

万
里
矢

竹
野
南
小
学
校
六
年

谷　

岡　

詩　

乃

竹
野
小
学
校
五
年

桶　

本　

こ
こ
ろ

香
住
小
学
校
六
年

谷　

口　

萌　

優

合
橋
小
学
校
六
年

兼　

井　

浩　

輝

福
住
小
学
校
六
年

近　

本　
　
　

茜

弘
道
小
学
校
五
年

角　

岡　

真　

帆

浜
坂
北
小
学
校
五
年

田　

中　

か
の
ん

浜
坂
東
小
学
校
六
年

清　

水　

愛　

結

第39回「企業経営税務研修ツアー」 
～歴史と自然を求めて　薩摩、肥後への旅～ 

旅行期間　平成27年6月16日（火）～18日（木） 
旅行代金　〈お一人様〉109,000円（消費税込み） 

お問い合わせ・お申し込みは 

TEL 0796－22－3862
公益社団法人 豊岡納税協会 まで 


